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下 記 により、共 同 研 究 の実 施 報 告 を致 します。 
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研 究 題 目 

（和） CdTe 受光検出器を用いた低被曝・高分解能型歯科用Ｘ線撮影装置の開発 

（英） Development of dental CT machine with a high-resolution and low-dose by 
using CdTe semiconductor detector 
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研究成果  

歯科用コーンビームCT（歯科用CT）は、連続収集したＸ線透視画像をボリューム化することによ

り、歯および歯周組織の３次元的画像診断を可能とした。現在の歯科用CTの検出器は、シンチレー

タと CCD/CMOS イメージャーの組合せが主流である。Ｘ線は光とは異なり、CCDで直接検知できな

いため、Ｘ線を シンチレータで受け，光に変換した後にCCDに検知される、いわゆる間接式検出器

が用いられている。Ｘ線を捕らえるためのシンチレータは、その入射方向に厚みが必要であること

から，最小ピクセルサイズには限界が生じ，高い空間分解能を得ることはできない。近年、Ｘ線を

直接信号化する素子として、CdTe（テルル化カドミウム）半導体が注目されている。CdTe半導体は

直接Ｘ線を感知することが出来るため、光の拡散や散乱、減衰に伴う検出感度の低下やエネルギー

分解能の劣化、原理的「ボケ」が発生しないという特徴がある。しかしながらこれまで、CdTe 半

導体を検出器として用いた歯科用CT装置はない。そこで今回我々は、CdTe半導体を検出器として用

いた歯科用CTを開発し、顎骨、空間分解能に関する画像評価を行なった。 

｛実験方法および結果｝ 

歯科用 CT 装置（アクシオン・ジャパン社製）に CdTe 半導体検出器を設置し、管電圧 110kV、管

電流５mAでファントムを撮影した。空間分解能については２ラインペアの識別が可能であった。さ

らに、口内法撮影教育用の顎骨ファントムを直径 16cm のアクリル水槽に浸漬し撮影を行ったとこ

ろ、歯根、根管、歯根膜、皮質骨および骨梁のいずれの構造も明瞭に映し出されていた。 

｛研究成果｝ 

以上の結果より、CdTe 半導体を検出器として用いた新たな歯科用 CT 装置は、鮮明な画質描出が

可能であることが明らかとなった。 

使用した設備・資料・試料等 

マイクロＸ線 CT装置（島津製作所社製） 

歯科用 CTの試作機（アクシオン・ジャパン社製） 

Human skull DXTTR ( Densply Rinn Co.) 

本研究成果に関連する論文発表状況 

特になし 

次年度の共同研究継続の有無 有  ・  無 
拠点内対応教員とご相談の上ご記入ください。 

継続の場合には次年度の研究計画をご記入願います。 

次年度の研究計画（継続の場合）  

これまでの共同研究により、我々が開発してきた「CdTe 半導体を検出器として用いた新たな歯科

用 CT 装置」は、他社の歯科用 CT装置に比較して、高い空間分解能の画像生成が可能であることが

明らかとなった。しかしながら、現在の歯科用 CT がかかえている「組織分解能が低い」という欠

点はいまだ解決できていない。そこで次年度は、本装置の１）コントラストの幅および濃度の安定

性、２）アーチファクトの出現様式、について検討し開発を進める。 

１） 顎骨ファントムを撮影し、様々な硬さの組織（空気から歯や歯科用金属まで）に対応可能なダ

イナミックレンジを検討する。さらにコントラストの安定性は、アパタイト含有量を段階的に

増加させた濃度評価用ファントム（東北大学が試作）を撮影し、アパタイト濃度と直線関係の

画像濃度が得られるアルゴリズムを検討する。 

２） アーチファクトを評価するための Sedentex CTファントム（静岡大学保有）を撮影し、アーチ

ファクト軽減に適した撮影条件およびアルゴリズムを検討する。さらに顎骨ファントムに歯科

材料を装着し、実際のアーチファクトの出現様式を検討する。 

これらの研究を行うことによって、より高い組織分解能を有する新しい歯科用 CT 装置の開発が

実現化される。 

 


